
2015 年 04 月（春号）            北 口 ゆ う こ う 道 政 便 り             第 44 号（1）

元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

告
示
日
は
雨
の
出
陣

今
回
の
道
議
選
挙
の
告
示
は

４
月
３
日
。
こ
の
日
の
予
想
は

全
国
的
に
雨
。
最
近
『
雨
男
』『
嵐

を
呼
ぶ
男
』
と
称
さ
れ
る
北
口

道
議
に
ぴ
っ
た
り
（
？
）
の
出

陣
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
告
示
日
に
は
、

知
事
候
補
で
あ
る
佐
藤
の
り
ゆ

き
さ
ん
が
上
川
管
内
で
遊
説
を

行
う
と
の
こ
と
も
あ
り
、
士
別

市
、
剣
淵
町
、
和
寒
町
で
は
、

北
口
道
議
と
合
同
の
街
頭
演
説

会
と
な
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
士

別
市
で
は
３
０
０
人
を
超
え
る

皆
さ
ん
に
、
北
口
道
議
と
佐
藤

の
り
ゆ
き
さ
ん
の
思
い
を
聞
い

て
い
た
だ
い
た
。

知
事
候
補
の
佐
藤
の
り
ゆ
き

さ
ん
は
、「
農
業
と
観
光
を
振
興

し
て
北
海
道
を
元
気
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
北
海
道
に
原

発
は
い
ら
な
い
。
脱
原
発
の
視

点
で
道
政
を
運
営
す
る
」
と
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
で
地
域
振
興
を

一
方
、
北
口
雄
幸
道
議
か
ら

は
、「
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い

る
が
、
地
方
を
元
気
に
す
る
に

は
基
幹
産
業
の
農
業
で
新
し
い

担
い
手
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

必
要
。
規
模
拡
大
を
め
ざ
す
の

で
は
な
く
、
小
規
模
で
も
一
定

の
収
入
を
得
る
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
。
そ
の
た
め
に
北
海
道

が
し
っ
か
り
支
援
を
し
て
い
き

た
い
」
と
、
人
口
減
少
と
農
業

問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
決

意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
５
時
。
士
別
市
、
剣
淵

町
、
和
寒
町
、
愛
別
町
、
上
川

町
、
当
麻
町
、
比
布
町
、
鷹
栖

町
で
の
遊
説
を
終
え
て
事
務
所

に
戻
り
、
３
名
の
定
数
内
立
候

補
で
あ
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
、

無
投
票
で
３
期
目
の
当
選
が
確

定
し
ま
し
た
。

午
後
５
時
30
分
か
ら
の
報
告

集
会
で
は
、
牧
野
勇
司
士
別
市

長
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
が

祝
福
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、

ダ
ル
マ
に
Ｖ
３
を
入
れ
、
勝
利

を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

３
期
目
の
当
選
を
決
め
た
北

口
道
議
は
、「
選
挙
が
な
か
っ
た

重
み
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
、

こ
の
地
域
の
発
展
に
努
力
し
て

い
く
」
と
、
決
意
を
新
た
に
さ

れ
ま
し
た
。

３
期
目
の

決
意

先
の
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

で
は
、
皆
様
の
大
き
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
無
投
票
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
三
期
目
の
議
席

を
与
え
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

い
ま
北
海
道
は
、
人
口
減
少

や
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
農
政

改
革
、
地
域
医
療
の
確
保
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、
大
変
重

要
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
こ
の
地
域
の

声
を
し
っ
か
り
発
信
し
て
い
く

決
意
で
す
。

北
海
道
議
会
議
員

北
口
雄
幸

ふ る さ と

郷土の思い受け
無投票で三期目当選。決意新たに！

告
示
日
、
雨
の
中
で
農
業
振
興
や
人
口
減
少
の
課
題
を
訴
え
（
４
月
３
日
）
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不
誠
実
な
知
事
答
弁

第
１
回
定
例
道
議
会
は
、
統

一
地
方
選
挙
を
前
に
し
て
の
定

例
会
で
し
た
が
、
道
政
史
上
初

の
４
選
を
目
指
し
て
立
候
補
す

る
と
し
た
高
橋
知
事
は
、
８
年

前
、
４
年
前
と
同
様
に
、
選
挙

公
約
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま

議
会
審
議
に
臨
み
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
公
約
を
定
例

会
前
に
明
ら
か
に
し
て
議
会
で

論
議
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
と
考
え
ら
れ
、
一
方
で
議
会

の
会
期
中
に
も
全
道
各
地
を
回

っ
て
、
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
的
な

発
言
が
繰
り
返
さ
れ
、
知
事
の

無
責
任
な
姿
勢
に
厳
し
い
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
姿
勢
は
、
本
会
議
や

委
員
会
で
の
質
疑
に
も
反
映
さ

れ
、
急
激
な
人
口
減
少
な
ど
、

急
加
速
す
る
地
域
の
疲
弊
や
、

そ
の
一
方
で
、
ま
っ
た
く
進
ん

で
い
な
い
道
の
行
財
政
改
革
に

関
す
る
質
問
に
対
し
、
正
面
か

ら
答
え
な
い
不
誠
実
な
答
弁
が

繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
は
骨
格
編
成

平
成
27
年
度
の
道
予
算
は
、

統
一
地
方
選
を
控
え
て
骨
格
で

編
成
。
予
算
規
模
は
、
一
般
会

計
２
兆
５
，
２
９
０
億
円
、
特

別
会
計
６
，
３
８
６
億
円
、
合

計
３
兆
１
，
６
７
６
億
円
で
、

一
般
会
計
の
規
模
は
、
平
成
26

年
度
当
初
予
算
案
を
７
．
１
％

下
回
っ
て
い
ま
す
。
義
務
的
経

費
の
計
上
額
を
７
月
ま
で
の
額

と
す
る
な
ど
し
て
規
模
を
抑
制

し
、
選
挙
後
の
第
２
回
定
例
会

で
政
策
的
な
補
正
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
26
年
度
の
補
正
予
算

は
、
冒
頭
に
地
域
創
生
先
行
事

業
な
ど
の
３
８
６
億
円
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
最
終
整
理
補
正
予

算
は
、
一
般
会
計
で
２
９
１
億

円
、
特
別
会
計
で
３
８
億
円
の

そ
れ
ぞ
れ
減
額
。
こ
の
結
果
、

平
成
26
年
度
の
道
予
算
の
規
模

は
、
一
般
会
計
２
兆
７
，
５
４

１
億
円
、
特
別
会
計
６
，
０
９

４
億
円
の
合
計
３
兆
３
，
６
３

５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
・
予
特
で
質
問

北
口
道
議
は
、
一
般
質
問
、

予
算
特
別
委
員
会
の
そ
れ
ぞ
れ

で
質
問
。
知
事
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
（1）
農
業
政

策
に
つ
い
て
、
（2）
人
口
減
少
社

会
に
つ
い
て
、
（3）
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
の

各
部
審
査
で
は
、
（1）
地
域
医
療

に
つ
い
て
（
保
健
福
祉
部
）、
（2）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
（
総
合
政
策

部
）、
（3）
知
事
名
の
文
書
配
布
に

つ
い
て
（
総
合
政
策
部
）
質
問
。

さ
ら
に
、
予
算
特
別
委
員
会
の

知
事
総
括
質
疑
で
も
、
（1）
地
域

医
療
に
つ
い
て
、
（2）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

つ
い
て
、
（3）
知
事
名
の
文
書
配

布
に
つ
い
て
知
事
の
考
え
を
質

し
て
き
ま
し
た
が
、
真
摯
な
答

弁
を
得
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

◆
大
間
原
発
の
建
設
工
事
中
断

も
含
め
た
慎
重
な
対
応
を
求
め

る
決
議
●
新
規
漁
業
就
業
者
に

対
す
る
支
援
制
度
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

第
一
回
定
例
道
議
会
報
告
（
２
月
20
日
～
３
月
11
日
）

2015 年短冊

一
般
質
問
で
農
業
政
策
な
ど
を
質
問
（
３
月
２
日
）
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↑
美
深
町
で
の
北
海
道
地
域
文
化
選
奨

贈
呈
式
に
出
席
（
３
月
19
日
）

「TPP 断固阻止！全上川集会」で挨拶（3 月 21 日）

↓
菅
原
美
喜
雄
氏
が
受
賞
し
た
士
別
市

農
業
奨
励
賞
授
賞
式
（
３
月
24
日
）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
１
月
～
３
月
）

士別神社参集殿の雪おろし作業（1 月 11 日）全上川農民連盟定期総会で挨拶（2 月 4 日）

JA 道中央会と農協改革で意見交換（2 月 12 日）全日本スノーモビル選手権大会で挨拶（2 月 15 日）

第 23 回温根別雪まつりで挨拶（3 月 8 日）TPP から命と暮らしを守ろう緊急大集会（3 月 22 日）

↓
羊
ア
ー
ト
（
３
月
28
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
１
月
～
３
月
分
）

◆
１
月
５
日
【
占
冠
消
防
出
初
式
】

▼
占
冠
消
防
の
出
初
式
は
35
人

の
消
防
職
団
員
が
参
加
。
冒
頭
、

庁
舎
前
で
点
呼
・
観
閲
後
、
庁

舎
内
で
出
初
式
式
典
を
行
っ
た
。

永
年
勤
続
者
に
対
す
る
表
彰
を

行
い
、
富
良
野
広
域
連
合
副
会

長
で
占
冠
村
の
中
村
博
村
長
か

ら
「
昨
年
の
日
本
は
、
大
規
模

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
だ
っ

た
。
占
冠
村
で
は
、
昨
年
12
月

２
日
に
大
型
バ
ス
の
事
故
に
よ

り
18
名
が
怪
我
を
す
る
事
故
が

あ
り
、
救
急
体
制
の
重
要
性
を

認
識
し
た
。
ま
た
、
火
災
に
つ

い
て
は
、
家
庭
用
の
警
報
器
が

99
．
７
％
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ

か
ら
も
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

訓
示
さ
れ
た
▼
来
賓
挨
拶
で
私

は
、「
災
害
は
な
く
す
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
村
民
と
皆
さ
ん
の

努
力
に
よ
り
、
被
害
を
少
な
く

す
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
れ
か

ら
も
、
日
頃
の
訓
練
を
通
じ
て
、

災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

◆
１
月
30
日【
土
地
改
良
事
業
の

要
請
】
▼
上
富
良
野
町
農
民
連
盟

の
定
期
総
会
の
前
段
、
東
中
地

区
道
営
土
地
改
良
推
進
協
議
会

（
岩
崎
治
男
期
成
会
長
）
か
ら

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
土
地
改
良
予
算
の
確
保

と
地
元
負
担
の
低
減
に
つ
い
て

の
要
請
を
承
っ
た
。
東
中
地
区

は
、
約
千
ha
を
５
つ
の
地
域
に

わ
け
て
事
業
を
進
め
て
お
り
、

平
成
26
年
度
補
正
予
算
の
確
保

が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
予

定
通
り
事
業
が
進
捗
で
き
る
か

ど
う
か
、
地
元
か
ら
も
心
配
を

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
私
か
ら

は
、「
今
日
的
な
異
常
気
象
や
担

い
手
不
足
と
い
う
状
況
で
、
基

盤
整
備
の
要
望
は
増
え
て
い
る
。

一
方
、
今
回
の
補
正
予
算
が
十

分
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
事
業
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ

る
が
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。」
と

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

◆
３
月
22
日
【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
札
幌
街

宣
行
動
＆
緊
急
大
集
会
】
▼
北
海

道
農
民
連
盟
（
石
川
純
雄
執
行

委
員
長
）
主
催
の
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
！
道
内
一
斉
行
動
」
は
、

道
内
各
地
域
で
地
区
緊
急
集
会

を
開
催
。
そ
し
て
、
そ
の
締
め

く
く
り
と
し
て
今
日
の
札
幌
で

の
街
宣
行
動
で
あ
る
（
中
略
）

▼
そ
の
後
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
命
と

暮
ら
し
を
守
ろ
う
！
北
海
道
緊

急
大
集
会
」
に
参
加
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
を
考
え
る
道
民
会
議
な
ど

60
団
体
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、

札
幌
市
民
ホ
ー
ル
が
満
席
に
な

る
ほ
ど
の
熱
気
で
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
実
行
委
員
長
の
飛
田
稔

章
北
海
道
Ｊ
Ａ
中
央
会
長
が
挨

拶
。
そ
の
後
、
外
交
評
論
家
の

孫
崎
享
氏
が
「
格
差
を
生
む
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
正
体
」
と
題
し
た
講
演

を
さ
れ
、「
日
本
は
、
国
民
の
９

割
が
中
流
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

格
差
が
少
な
い
国
で
あ
っ
た
。

一
方
ア
メ
リ
カ
は
、
医
療
な
ど

を
は
じ
め
、
貧
富
の
格
差
が
激

し
く
、
こ
れ
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
国
に
し
て

良
い
の
か
。」
と
、
問
題
提
起
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
各
分
野
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
最
後
は
集
会
決
議
を
採
択

し
、
緊
急
大
集
会
を
終
え
た
と

こ
ろ
だ
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita

g
u

c
h

i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
４
月
12
日
に
執
行
さ
れ
た
知

事
選
挙
で
は
、
道
政
史
上
初
と
な

る
高
橋
知
事
の
４
選
が
確
定
し

た
▼
こ
れ
は
、
高
橋
知
事
の
知
名

度
の
高
さ
と
同
時
に
、
佐
藤
の
り

ゆ
き
さ
ん
へ
の
支
持
の
遅
れ
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
▼
一
方
、
佐

藤
の
り
ゆ
き
さ
ん
へ
投
票
し
て

い
た
だ
い
た
１
１
４
万
票
は
と

て
も
重
い
も
の
で
、
そ
の
重
み
を

議
会
で
い
か
に
議
論
す
る
か
が
、

私
に
与
え
ら
れ
た
使
命
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
▼
ま
た
、
今
回

の
道
議
選
挙
で
は
多
く
の
仲
間

が
議
席
を
失
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
民

主
党
へ
の
信
頼
は
回
復
し
き
っ

て
い
な
い
証
拠
だ
▼
ま
じ
め
に
、

愚
直
に
、
真
剣
に
地
域
の
声
を
聞

き
、
着
実
に
一
歩
ず
つ
信
頼
を
得

る
た
め
の
努
力
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
北

海
道
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
、
私

た
ち
の
最
大
の
役
割
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
、
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
。

（
ゆ
う
こ
う
）

占冠消防出初式で挨拶

北海道農連主催の TPP 札幌街宣活動

上富良野町土地改良事業について要請


